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環境会議

  月  環境活動 中  重要  環境影響評価 実施    

環境活動項目を２０に分類し､それぞれの活動が､規定通り実施されているか､

法令等に違反はないか､当社にとって重要な活動かどうかなどを評価し､著しい

環境影響項目と､重要活動項目を特定します｡ 特定された活動項目の中から

次年度の目標を決めて行きます｡ 昨年は､社会貢献の重要性が高く評価され

美化活動の実施やエコキャップの推進などが取り上げられ､環境活動団体への

支援も項目に加えました｡ マネジメントでは､ ＰＤＣＡという言葉が使われ

ますが､持続し､発展させてための活動とご理解ください｡

美化活動お疲れ様でした

１１月２３日､ 第２回目の美化活動を実施しました｡ ２０日が雨天のため､２３日に

順延しましたが､２３日も朝から小雨混じりで肌寒い状況でしたが､皆さんのご協力で

実施の運びとなりました｡ 回収方法は前回と同じで､地域を分担して､道路沿いに散乱

している紙屑､ダンボール､空き缶､空き瓶などを回収しました｡ 右下の写真のように

ビニール袋(４５ﾘｯﾄﾙ)で3袋､その他､運動靴､タオル､乾電池､ケーブル屑などがあり､

可燃物と不燃物､危険物(乾電池やスプレー缶)に分別して処分しました｡ なぜか縄跳び

ひもがありましたが､これわ捨てずに､次回の環境フェスタの時に､希望者に譲りたいと

思います｡ 今回もご協力､ありがとうございました｡

今月の生物多様性情報 県北の豊かな水と森林資源を観察しました

１１月１８日 県北部にある､棚倉断層に(秋田県鳥海山付近から千葉県銚子に

達する日本でも有数な断層) 沿って､袋田､生瀬､地獄谷､竜神峡を地質学的な方向と

森林や川､そこを流れる水を観察し､自然が育む豊かな生物生存環境を確認しました｡

この地域は､茨城大学と県北地域が協働して､ジオパーク登録を目指しています｡

こうした地域が､現状を保全しながら､活用されることを見守りたいと思います｡

社長コメント ～ ピーク値をカットできる対策を ～

環境目標の一つである､電気使用量削減は､本社工場の照明をＬＥＤに変更したことで､当初予定

より７％程度低減されている｡ これから暖房需要期に入り､消費電力量の増加と､ピーク値更新が

懸念される｡ 暖房を立ち上げる時間を調整し､ピーク値低減も目標とすること｡

今月の環境用語 「コップ(ＣＯＰ)２１」

１２月１日よりフランスのパリで､ＣＯＰ２１が開催されています｡ このＣＯＰとは､国際締約国

会議の略称で､異常気象防止などの方向性を定める重要な会議で､日本も参加しています｡

地球温暖化の要因となる､温室効果ガスなどの削減をテーマに話し合われ､各国の目標が明確に

なるか､中国やインドといった国々が､具体的な数値目標を示すかなどが注目されています｡

京都議定書(COP3 1997年開催)以来進まない､国際的な枠組みによる協調に期待しましょう｡

今月の環境目標進捗状況


